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当社の現在ＤＸ取組
みんなが平常時に以下に使用できるか
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(例)電子黒板の日常

通常工事

緊急的な工事

出来形連動
電子納品へ

電子サーバーへ
連結されているので
会社で提出データ作成

発注者へ提出



ASP(情報共有システム)
発注者とのデータ共有でコミュニケーションの向上

遠隔臨場の活用
現場の現状報告、緊急対応の迅速化、出来高確認

３Dデータの活用
設計データの精査、施工計画の定格な立案、
正確な納品データ



①ASP(情報共有システム)の試行



①ASP(情報共有システム)の試行

《取組1》 ＡＳＰ(情報共有システム)の試行をすることとした。

《効果》 掲示板で問題定義の打合せをし、工事打合せ簿に反映で
き、書類の提出にかかる時間や記載ミスによる手戻り時間が削減さ
れた。

委託現場技術員を含め回覧状況が確認できるため、提出忘れやどの
確認段階であるかがすぐにわかる。

大容量のデータをそのまま添付することができるのでスムーズなコ
ミュニケーションが実現された。



発議書類管理（打合せ簿・材料確認書・立会依頼書・履行報告）

打合せ簿管理画面

発議時にメールを送信される。
回覧状況が一覧で確認できるため見落としがなくなる。



発議書類管理（打合せ簿・材料確認書・立会依頼書・履行報告）

打合せ簿管理画面

添付ファイルを同時にアップ
ロードすることができるため、
従来の打合せ簿同様に発議
することができる。

ログイン～確認状況



共通書類管理

共通書類管理面

道路協議書・図面データ・施工計画書などの共有画面
発注者・受注者ともに編集ができる。
本工事では施工計画書・施工体制をアップロードし
設計変更時などの提出に活用した。



掲示板・ブログ

掲示板画面

工事における相談やパトロール報告など多用途に渡り使用できる
神奈川県のメールサイズ上限である5MBを超えるファイルもアップロードできる。



②遠隔臨場の試行



②遠隔臨場の試行

《取組2》 現場立会い・確認、工場検査をWEB上で行う遠隔臨場を
試行することとした。

《効果》 従来の現場立会・確認方法は往復の移動時間を費やして
いたが遠隔臨場を実施することで双方の時間を省力化、それに伴う
生産性の向上効果。本工事においては新潟県と滋賀県の2つの工場検
査を行ったが遠隔臨場で行い、移動交通費削減効果も発揮した。

コロナ禍において、対面せず打合せができる為、感染予防の一環と
しても効果を発揮した。



②遠隔臨場の試行

現場へ移動すること無く立会・確認をする事がライブ動画で可能。
通話もできるため、質問・指示・打合せも可能。

遠隔臨場 材料確認ウェアラブルカメラ 遠隔臨場 工場検査(滋賀県)



②遠隔臨場状況 (コンクリート受入試験)

ZOOM会議にて状況説明をしながら臨場。受け入れ試験・打設状況の確認を行った。



遠隔臨場に付随し行った。WEBカメラの設置

設置式WEBカメラ

２４時間監視可能で大雨などの災害時に現場の確認がいつでもでき、
迅速な対応が可能となった。

現場確認状況



遠隔臨場に付随し行った。WEBカメラの設置

2つの機能を使用することにより細部まで発注者に現場の状況を伝えることが可能となった。

WEBカメラ映像 遠隔臨場による現場状況の確認



③3Dデータの活用



③3Dデータの活用

広範囲な現場での測量業務の省力化を図ることが可能な高性能ＵＡ
Ｖ（ドローン）、映像解析ソフトウェア、現場の３Ⅾデータ化、高
性能ＰＣの導入、ＵＡＶ操縦免許の取得。

《効果》 弊社所有ＵＡＶでは国土地理院既定の1/250の精度を取得
するのに上空50ｍでの空撮が可能。ＵＡＶ測量では大体3〜4ヘク
タールを1時間以内で行うことができる。 現場の３Ⅾデータを使用
することで現地に行かずともＰＣ上で縦横断形状の確認することが
でき、非常に効果的であった。応用としてグリット面(50㎝角のメッ
シュ)での土量計算等の体積を求めることができる為、従来の平均断
面法よりも精度のある算出をすることができる。



③3Dデータの活用

ＵＡＶ測量状況
（inspire2） 空中写真

従来の測量に比べ、測定やデータ収集にかかる時間と費用を大幅に削減できる
UAV測量は工事を止める必要がない



③3Dデータの活用

完成イメージの３Ⅾデータ

杭ナビ（快速ナビ）
自動追尾の為、ワンマンで
作業が可能となる。

3D設計データと杭ナビを用いることで、任意測点でワンマン測量が可能となり効率がアップした。
完成イメージを作成することで、問題点の協議もよりしやすいものとなった。



③3Dデータの活用

点群データにて任意断面確認

現況3Dデータを用い机上で縦横断を取得し、設計図書と照査。作業効率の向上を実現。

グリットによる土量計算
(点群データと面データの差で算出)



おわりに

ＡＳＰ、遠隔臨場についてもっとも感じたことは移動時間の削減によ
り、現場に従事する時間が増え、現場管理に集中することができまし
た。

ＡＳＰの掲示板やブログ機能を用い、細かな相談事もしやすくなり、
監督員と現場のコミュニケーションが図りやすくなり、より良い現場
管理ができるようになりました。

遠隔臨場については、双方のスケジュールの調整がしやすくなり、立
ち合い等の待ち時間が省略され、少しではあるが工程の短縮も見受け
られると感じます。

以上を踏まえ、新しい取り組みについて率先して取り組んで行きたい
と思います。



弊社チャンネルが
ご覧頂けます。
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